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  序章 
    第一章 国際借款団の結成過程―満洲特殊権益をめぐる日本外交― 
    第二章 国際借款団と中国幣制改革問題 
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    第三章 辛亥革命後における日本の対中国借款と満蒙権益 
    第四章 寺内正毅内閣期の対中国借款政策―財政援助と中国幣制改革― 
第五章 西原亀三の中国経済改革構想とその展開―金券発行計画を中心に― 
第六章 原敬内閣期の対中国借款政策―財政援助問題を中心に― 
    終章 
    論文初出一覧 






















































































































































































































































   ただし、以上の問題点や課題は、いずれも本論文の論旨および成果に重大かつ深刻
な問題を生じるものではないと判断された。 
   以上、要するに、本論文に示された著者の研究成果は、斯界に一石を投じるもので
あり、またそのテーマは今後も長期的に継続され得るものでもあり、それによって著
者自身においても、斯界においても、さらなる成果の生産が期待されるものであると
評価された。 
 
４．結論 
 審査小委員会は、塚本英樹氏の学位請求論文『日本外交と対中国借款問題―国際借
款団の事業範囲という視点から―』を上記のように評価し、本論文提出者が博士（歴
史学）の学位を授与されるに十分な資格を有するとの結論に達した。 
以上 
